
ＩｏＴシステム構築実践
セミナー

主催：法政大学大学院つながるものづくり研究所

共催：一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ

ものづくりＩＴサポーター向け

日時：２０１７年１０月１４日 １３：３０～１７：００
場所：法政大学 新見付校舎９階創造空間スタジオ



プログラムの内容

（１）ＩｏＴキット環境設定とファイル構成

（２）ＩｏＴキットのPythonプログラム

（３）デモ用業務アプリのカスタマイズ方法

（４）個別企業における実施手順および心得

（５）その他
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タイムテーブル

13:30 ガイダンス

13:40 ＰＣのインストール

14:00 ＩｏＴキットデモ

14:30 システム構成の解説

15:00 演習１～３

16:30 サポート実施＆ディスカッション
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演習の内容

演習１
• configの書き換え
• センサーデータの取得

演習２
• 工程を増やす、項目を増やす
• Ｅｘｃｅｌの設定

演習３
• 生データを加工する
• コンテキサー基本機能

演習３
• アラームの設定
• 角度の検知
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インストール

•以下よりファイルをダウンロードします。

https://www.apstoweb.com/products/contexer/dow
nload/3.2b//Contexer-3.2.56beta.zip

（ＩＤ：apstoweb PW:contexer）
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https://www.apstoweb.com/products/contexer/download/3.2b//Contexer-3.2.56beta.zip


システムのインストール

注）すでにコンテキサーのライセンスをおもちの方は、現在のライセンスを
無効にします。C:¥ProgramData¥ApstoWeb¥Contexer¥license.txt
をリネームしてください。

サイトライセンスに切替えます。

配布されたライセンス
票にあるサイトＩＤとラ
イセンスキーを設定し、
取得ボタンを押します。
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ログイン

配布されたライセンス票にあるユーザ名とパスワードを入力し、
ログインボタンを押します。
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業務メニュー

デモ１：進捗管理

切断、曲げ、塗装、仕
上げの４つの工程か
らなる工場の進捗管
理を、ＩＣカードリー
ダーを用いて行うデモ
です。

デモ２：設備管理

設備のＯＮ／ＯＦＦを、電流
センサーをもちいて安価に
行うデモです。環境セン
サーやモーションセンサー
によるデモも行います。
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IoTキットエッジプログラムv2.0
• 必要なライブラリ

• python2.7
• btle

• iot_kitディレクトリに同梱
• nfcpy 0.9

• 別途インストール
• /home/pi/nfcpy/

• プログラム構成
• /home/pi/iot_kit/

• main.py
• メインプログラム

• kvs.py
• クラウドデータベース接続ライブラリ

• (その他)
• btleライブラリ同梱のプログラム

• /boot/iot.config
• 設定ファイル

ApstoWeb Ltd. 2017
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iot.configの設定値

キー 既定値の例 意味

kvs_id pi@SITE-ID クラウドデータベースのID

kvs_password raspberry クラウドデータベースのパスワード

kvs_datasetid IoTApps クラウドデータベースのデータセット名

kvs_server https://apps.apsto
web.com/kvsapi.p
hp/

クラウドデータベースの書き出し先アドレ
ス(REST API)

mode 2 センサーモード
0=OFF(起動しない)
1=ALPSセンサー
2=NFCカード
3=電流センサー
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alps_sensor (IoTセンサー設定)

キー 説明

alps_addr ALPS IoTセンサー 機器ADDR

sampling_mode サンプリングモード 0:slow 1:fast 4:hybrid

slow_interval slowモード測定間隔sec

fast_internal fastモード測定間隔msec

thresholds 送信基準とする前回差分の閾値 -1:無効

sma_cycle 移動平均回数 1以下無効
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voltage_sensor (電流センサー設定)

キー 説明

interval 測定間隔sec

threshold 送信基準とする前回差分の閾値 -1:無効

base_value 変化基準値
値が変化したと判断する基準となる値

sma_cycle 移動平均回数 1以下無効
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使用エンティティ

RaspberryPiリスト

スマート環境センサー

スマートモーションセンサー

NFCポート

電流センサー

ラズパイ
mode=1

ラズパイ
mode=2

ラズパイ
mode=3

（アクセスログ用）
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ＩｏＴキットのビジネスモデル

１０万円
ＩｏＴキット
レシピ

１０万円
ＩｏＴキット
ＷＧ

１０万円
ＩｏＴキット

工場の
作業員

キット
提供者

ものづくりＩＴ
サポーター

開発
メンバー

メーカー

ＩｏＴを活用
する

ＩｏＴを現場
に実装する

キットを販売
する

コンポーネント
を仕入れる

コンポー
ネント

新たな構成
を提案する

必要なソフト
を開発する

構成を承認
し追加する

現場の
要望

注文

注文
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ソースコード
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工程のカスタマイズ



カスタマイズとして検査工程を追加します。

切削 曲げ 溶接 塗装 検査

追加
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検査が追加
されます！

21



②編集モードに
切り替えます。

①生産オーダを
ひとつ選択します。

③工程をドラッグ
＆ドロップします。
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作業指示書を確認します。
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コンテキサー入門
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ＮＦＣポートデータからテーブル作成
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ＮＦＣポートを
選択します。

コンテキスト生成
ボタンを押します。
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クラウドにあるデータをダウンロードし表示します。
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指示書パネルを作成します。
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マウスの
右クリック
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作業指示に対応するカード番号のカラムを作成する。
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パネル間の関係づけを対話的に行います。

パネル

パネル

選択されたアク
ションでレコード
を限定する

パネル

パネル

データの
転記

その２
その１

ＮＦＣポート

ＮＦＣポート

作業指示

作業指示
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転記コマンドの作成
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作業指示の内容を、すでにえられたデータから転記します。（転記コマン
ドの作成）・・・手でコピーすることもできます。

転記コマンドの作成
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コマンドを実行するとカードの種
類だけデータが転記される。
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入力されたデータを、作業指示ごと（カードごと）に動的にフィルタをかけ
て限定することができます。

動的フィルタの作成
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動的フィルタの作成
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動的フィルタを実行してみます。

該当するカードの
みが選択される。
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ディスカッション


